
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

本 邦産數種の 未認録種 並 び に 薪種 の 甲蟲 371

11 武藤 昌知 ・赤松佶膏一一 リ グ ツ 無 裂頭絛蟲（箪
一
倒 報知 ）。 京 都 醫 學 會雜 誌 Vol ．　XIV ．

12 鯵 沼糖造一一
腸内寄 生 蟲 と糞便檢査 蟲卵 檢 出 o 東京醫事薪誌 蛋o．2260．

13　奧村多忠
一一 リ グ ラ 裂頭絛蟲 の 發 育環 に っ い て o 　東 京 醤事薪 法 Ne ．

’
2220．

a49Eas 修 ・窪木寛一一
名古 屋 地 方犬 猫寄生 の リ グ 覗 弋裂 頭絛蟲 の 威蟲 に つ い て

。 皮 膚稀 巳要 V 。L　II

　 No ．致）．

15　艮1田 司鄭一 蛙 に お け る リ グ フ状裂 頭絛蟲 に 競 い て o 　大 阪醫學 會雑誌 Vol．　XX ｝
−
o ．7．

16　出田司郎
一一

リ グ フ 欺裂頭絛蟲 の 發育環 に つ い て o 　昌本醫學 Vo1．　IX 　No ．7．

17 吉田貞雄
一一

猫 の y グ ラ歌裂 頭 絛蟲。 鋤物 學 雜 誌 V （レ｝．XXV ユII・No ．・3：・7．

（昭 和 三 年 二 月 拾 凵 ）

本邦産數種 の 未記録種並 び に 新種 の 甲蟲

・
◎

土

（和 昭 三 寧六 月拾
一

口受頒 〉

井 久 作

　本編 に は 本邦 よ ウ未 記録 の 甲蟲 四 種 及 び
一

新 種 を 記 載 す
。

此 等 の 五 種 は 歩 行

蟲 科 Carabidae 、葉 蟲科 Ch1‘ys眼 elidae
， 及 び 瓢 蟲科 Coecinellid融 ， の 三 科 に 屬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

す る もの に し て 、 廣 く千 島 、樺 太 、 朝鮮 、 臺灣 に 産 す る もの な う。

雌 五 種 の 中三 種 は 恩 師 鮒 先 生 絶 ・

虚
高 瀰 農學 rl：i 高木 五 六 氏 伊 藤

茂治 氏 並 に E ，G 岫 LOIs 氏 の 採 晶 に し て 、 二 種 は 著 者 自身 の 綵 集｝こか 丶 る もの

次 ）
t

。

　本 文 を記 す る に 先 だ ち H 頃 指 導に 預 つ か る 愚 師理 、 農學 博士 松 村松 年 先生 に

衷心 の 謝 意 を表 す る と共 に 、標 本 を採 集 され た る 前記 の 諸氏 に對 し永 く其 の 恩

惠 を歌 は ん とす 。 f，1｝lft友 人 關 冂 俊 雄 氏 は 繪 書 に 助 力 を 與 へ られ た れ ば 棚 樣深 謝

を捧 ぐc

　　　　　　　　　　 歩行 蟲科
’
Carabidae

抽 δrゐ η漉 （観 α FABRI α US チ シ マ ル リゴ ミ（新稱 ）

　FABR ・c・us
・
Sp… In … 1

，
　

bp ，　184　〈1781 ）；HE ・DF ．N’
，
　Cat．　C 。 L　Sib．　P． 14 〈1880

− −

　　 81）； J：4COBsots
−
，
　K 昌£ RussL　p．260 ，　t，

ユ，　f，24 （191 〉．　　　 評

　記載　頭部 、 前胸 、 翅鞘 の 縫合 線 の 兩 側 は 光 澤 あ る疆紫 色 、 翅鞘 の 爾側 は 光

釋 あ る緑 色 觸 角、 肢 覆 び 體 の 裏 面 は 黒 色 な b
。 體長 19− 11．5 粍 。

　頭 部 　顏 面の 兩 測 に 近 く、 各 一 掴の 園所 を有 す 。
上 屡 は 黒 色。大 腮は 黒 褐色。

觸 角は 軆 の 牛ば に 逹 し 、 墓 部 の 四 篩 は光 澤 あ る 黒 色 、 他 節 は 光 澤 を缺 き黄色短

毛 を密生 す 。 第二 節は 最短 に して 、 第五 節 は 最 長 な b。 眼 は 黒色 、 大形 に し て

縫 起 す 。
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ク

　 前 胸 　 僅 か に 隆 起 す 1 申央 に 縱 溝 を有 す 、 該 縱溝 は 前 部 及 び 墓 部 の 横 溝 と合

す
。 基 部 は 著 し く縊 らる

。 爾側 縁 は 隆起 し 、 其 の 内方 は 溝 を形 成 す 。

　翅 鞘 　某 部 に於 い て 蓬か に前 胸 よ ウ廣 く、 長 楕 圓形 を呈 す 。 極 め て美麗 に し

て
、 青 藍 色 、 紫 色 、 金 色 、 緑色等 の 縦 帶 を次 の 如 く排 列 す 。 中央 に 廣 き青 藍 色

帶 を有 し 、 その 外 部 に極 め て狹 き紫 色帶 あ b 、 その 外 側 は狹 き金 色帶 に し て
、そ

の 外 側 に 廣 き緑 色帶 を 有 す。 夊 凸縱 條 を存 す
。 該 條 間 に は 所 々 に 小 孔 を 有 す

“

　體 の 裏 面 　 光 澤 あ る 黒 色 。 個 體 に よ う暗 褐 色 を 呈 す る もの あ b 、

　肢 　脛 節 未 端 及 び 雖 節 に は 褐 色 毛 密 な b 。 脛 節末 端 の 距 は 長 く、 鮒 節 末端 の

瓜 は 長 形 に して彎 曲 す 。
此 等 は 何 れ 竜褐色 を呈 す

。

　　産地 一 北千 島（占守 島 、 幌 莚 島 ）

　　分 布
一

北 千 島 、
カ ム チ ヤ ツ カ

、
シ ベ リ ヤ （ア ノレ タ イ 山 脈、 ヤ ク ー ツ ク

、
コ

　 ル ゴ ン 州 、
。

　 著者 は 一 九 廿 六 年 八 月七 日幌 莚 島荒 川 に 於 い て夜 間 綵 集 の 歸途 清 流 の 邊 ec−V

種 を 得 it　b 。 岡 年 八 月 占 守 島 城 ヶ 崎 に 於 い て 夜 間 多 數 を綵 集 せ り。 城 ケ 崎 附 近 ・

に あ b て は 夜 間 漁舍 附 近 の 砂 上 を 歩 行 す る 1 と多 し 。

　本 種 は 未 だ本邦 よ b記 録 な き珍 種 に し て
、 美 麗 な る光 澤 を有 し 、 歩 行 蟲類 中

美 な る もの L ・
一一

な b。 本 種 の 北 千 島 に 産 す る は 北 千 島 昆 蟲相 の anomalous

fe漁 田 の 一 に し て 、 北 千 島昆 蟲相が カ ム チ ヤ ツ カ 昆蟲相 に aflii　tコity を有 す る

を 説 明 す る 一 事 實 な b 。 本 種 の 雄 は 體 長 僅 か に大 な る こ と 、 前 附篩 が幾 分 膨 大

せ る點 に 於 い て 雌 と區 別 し得 。

　　　　　　　　 葉 蟲 科 Chrysomelidae

Crioceris　 nigritarsis 　DoI （Fig．1） new 　sp ． カ ラ 7 トア カ ハ ム シ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （新稱 ）（第 一 圏 ）

　記載 　頭 甑 前 胸 、 翅 鞘 及 び 肢 は 黄褐色 、 觸 角 、 眼 、 皚 の 裏 面 及 び 腿 節 の 基

部 、 膝 、 竝 び に 附節 は 黒 色 を 呈 す 。 體 長 6・6 粍 。　　　　　　　　　　 惣　
一一

　頭部 　眼 の 後 方 は 著 し く縊 られ 、 兩 眼 間 に は 一 個 の 深 き

縱 溝 を 存 す 。 眼 溝 は 深 し 。 顔 面 は 三 角 形 に し て 黄色 毛 を 以

つ て 蔽 は る
。 棋 の 下 部 は 暗 色 な ）t 。 上 唇 は 黒色 に し て 細點

刻 を有 す
。 大 鰓 は 黒 色 。 觸 角 は 約 體 の 孚 ば に 等 し く、 基 部

の 四 節 は 光 澤 を 有 し 、 他 は 密 毛 を 以 つ て 蔽 は る
。 第 二 節 は

甚 だ短 く、 第四 節 よ b先端 に漸 次 長 形 とな る
。

　前胸 殆 ど四 角形 に して 、 圓筒 形 に 近 し
。 爾 側 は 中央 に

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．　l　Cl　nigriltarsis

於 い て 深 く盗 らる 。 表 面 に は 點 刻 密 に し て
、 基 部 に は 一 個 の 淺 き溝 を有 す。

稜 袱 板 は 三 角 形 に し て 黒 色 を 呈 し 、 其 の 中央 は 赤色光 澤 を有 す e ．
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　　　　　　 3譲

　　　翅 鞘 前胸 よ う遙か に廣 く、 稍 縫 起 す 。 墓 部 の 下 方 に淺 き凹所 を有 す 。 兩側

縁 及 び 縫合 部 は 稍 縫 起 す
．

　　　體 の 裹
．
酊 點 刻 密 に 、 細 毛 粗 な b

。 末端 の 三 節 は 黄色 を呈 す 。

　　　駛 　腿節 肥 大 す e 脛 節の 末端 及 び 蹐 節
．1こは 細毛 多 く、 附 締．末端 の 爪 は 漆 黒 色

　に し て基 部 に て 相離 る
。

　　　　　産地 　　樺太 （榮 濱 ）

　　　　　分海 　　樺 太

　　　
一 九

一
四 年 八 月二 十 鳳 一 色 足 立 の 兩氏 に よ ウー

雄 を操 集せ られ た b
。 木

穂 鉢 螺 嗜 肋 る （
’
「
’
… uLp ・臨 M ・・嘶 鰹 ・ Y に魏 以す る も、 ．體 ・1・ 湫 こ

、 點 刻

荒 く且 つ 肢 は 黄色 を 以 つ て す る 點 に よ う相 違 す．

　　　　　　　　　　　　　　　C・i・ceris 　nig ・i
，
tα rsis 　DOI （Fig．　1）new 　 sp ．

　　　H ・ad 　ful・・… d・e3・ly　c… 嘸 ・d　b曲 d　t・・he ・yes ，
　with ・ deep 　l・ngit ．・di・ ・1

9「°°ve 　b・むween 七h・ ・y ・・ ； ・・bit・i’9… v ・・ di・ti・
’
・t； fi　ae 　 tti・ ng ・1・・r

，
・。・ erd

with 」
i・11。 w 帥 ・・9・nce

・
it・ 1・ w ・v　p ・rむ ・t・ i・ ・d　with 　dark ； ・1yp… fi・ ls

pun ・ tured
・
　bl・・k ；1・b・um ・・ d

．
… dib

’
les　 bla・k．　 A ・ t・・ na ・ ・b。ut 　 h 。lf　 t−h，

1・ ・ gt，h ・f　th・ b・dy
・
・bla・k

，
・th ・ f… ir　1。 wer 画 も・ shining

，
七h・ ・e ，t ，。 ve 。ed 　with

・1… P ・lbe ・c ・n ・e）　t・h・　SieG・ nd 　j・i・・t　ex・tl”eln ・〕y ・h 。。t
，

’
the　fo。漉 t。　th ，

　t。，皿 i。 al

j・inもs　graduallア ・1・ngat ・e．　
『

Th − f・1・鵬 ・ubq ・1・d・at・・
，
・・ ube ．vli ・ d ・ical

，
　sides 　d

’

eep1 ．y 、。。 、t。i，ted　at 　the

middl ・・with ・ ・h・恥 w 　b・・i弖・ ・ g・… e ・f・ 1・・t・・；・PPer 　surface 　fin・ly　p ・ ・ 伽 ，ed 、

Seuteユlupユ 毛riaDgular
，
　black

，

’
its　middle 　stained 　with 　red ．

　　
E ｝yt・・ f・1・矚 … u ・h　 i… ad ・r　 th・・ the　 th ・ra ・

，
　 s ・bq・ ad ・ate −

・b1・ng
，

indi・tiR・tly　cQnv ・x
・

・h・ll・w ］y　d・p・e・sed 　t・a ・ ・v ・・sely 　b・1。w ・th6 ）・・曲 ・ sp ・・e
」

… 幽 ・ply　P・n ・t・te−Sも・i・t・
，
　i・ 鰤 ・ ces 　imp … t・tl・

，
　 b。i。g 、。b。。 st。 t。　the

叫 er　margin 　and 　SU 右ure ．　 Underside　black　but　the　te・mi ｝ial　three　abd 。mina ．l
segments 　falvous・　Legs　ful

．
vous

，
　 but　femora，

　 k且 eGs 　and 　tars圭　ftTtained 　with
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ

Pユceous ・

　　Thi・・ speci … 1・sely ・正1i・ d　 t・ α ・吻 ・t・i・t・・M 。Ts ・Hul ．SK5
−
，

・・n ・11e，
，
　m 。，。

coarse ｝J　pune むured ；legs　fulvous．　　　　　　　　　　’

　　Length　；− 6．5mm ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

H ・bi麟 一 S・gh ・li・・ （Sak　
ta ・ham 　a．），

・・ e 唄 ・b
’

eci
’
m6n 　wa ．・ c・11，。t， d　m 　the

20むhof 　August
，
1914。　by　S．　IssHIKI　and 　J．　ADAcNI ．
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一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

麟

：s71 土 　 井　 久 　 作

　　　　 Corynodes　anel α tbes　Ou ［VER ， オ ホ ア カ ガ ネ ハ ム シ （新 稱 〕

Crシ」）tocef）itα 1・us 鮒 〜d窃翻 801 ．rVER
，　En （導cL 　M6th ．　VI ，　p ．614 （1791）．

L
”
u．ア・tzoZ2 ）1．tS 頓偽s面α厩 80 ／．IN ・ER

，　En む．　VI ，　p．900
，　pl．1，　f．5 （1808 ）． ．

Eu 　？noZp 　us ∬r跏 ‘Zα 阿毛Sw △ RTz 　in　ScH6xH ．　Syst，　Ins ．1
，　pt．2 ， 1，．2357　no もa　1 （18〔｝8）．

伽 〃漁 和 ・・嘸 Lfム R ・H 馬 J・um ・Lim ・・S・c ・
・
Z・ 。1・・iii，　P・37 （1865）・

Cor！ノnodes 　遅 ノ〜血 ご螂 　JA．GoBY ，　Fauna 　Iロ d．　Col．　II，　p．493
， 】〕1．2

，　f，12 （1908 ）；

C ・λ VAREAU ，　S・H ・NF ［・・XG
’

・ C ・1・　C ・t・　］・ars 　
t）9
．， p・165 （1914）・

　記 載　頭 部 、 胸部 、 軆 の 裏 面 及 び 肢 は 紫 藍色 。 翅 鞘 は 極 め て 美 麗 な る紅 藍色

に し て金 屬光 澤 を有 す 。 體 長 9− 13 耗 。

　頭 部　顯著 な る點 刻 多 く、 中 央 に 凹 陷 溝 を 有 す 。 頭 楯 は
一

層 細 密な る點 刻 を

有 す。 兩 側 に は 凹餡 を有す 。
上 唇 は 黒色 大 腮 は 黒 色 な 転 觸 角 は 短 小 に し て

體 の 孚 ば に 逹 せ ず ． 第二 節 は 最 短 、 第 七 節 は 精ノトの 度 を 壇 し三 角 形 を呈 す。 次
’

鐐 の 先 端 節 は 何 れ も三 角 形 を呈 し 、 溺 次 先端 に 大 きさ を 増 す e 黒 色 を 呈 す れ ど

竜 、 甚 部 三 篩 は 黒 赤 色 の 光 澤 を な し 、 其 の 他 の 節に は 青 紫 色 の 光 澤 を 有 す 。 眼

は 顯 著 な らず 、 黒色 を 量 す。

　 前胸 　略 圓錐 形 を 呈 す 。
極 め て 隆 起 す 。 表 面 に は 頭部 よ b 大 形 に して 且 深 き

不 規 則 な る點 刻 を 有 す 。 稜 状板 は 略 ヒ三 角 形 に し て
、 塞部 及 び 先端 は 僅 か に 凹 陷

す 、 光 澤 あ る 青 緑 色 （個體 に よ う紫 色 を 呈 す ）に して 微 細 な る點 刻 を 有 す。

　 翅 鞘 　表 面 に は 深 く且 つ 接 近 せ る點 刻條 を有 す   該點 刻 條 嫉整然 な らざ れ ど 、

基 部 縫 合線 に於 V て 淌滅 せ る一 條 を 加 メ、 る 時 は 十 七 條 を數 へ 得 べ し 。 中央 に は

縫 合 線 の 部 よ 彰斜に 兩 側 に 向 つ て走 れ る 廣 き紫 色帶 を有 す
。 先端 の 三 角朕 を な

す紫藍 色 の 部 は 縫 合 線 に 澹 ひ 上 に 向 ひ 、 翅 鞘 の 略 ミ 中央 に 逹 す。

　 體の 裏面　登 鱧紫 色 、 中胸 板 ｛こは 青色 光 澤 を 有 す。 前、 中 、 後胸 板 に は 微 小

な る 點 刻 を粗生 すれ ど腹面 1こは 密 生 す。

　肢 龍 色の 光 澤 鮪 す・ 脛 節末 端 に は 黄 色 毛 著 し く・ 艮櫛 繍 の 爪｛湘 分

離 す 。

　　 産 地 一 一
彰化 城 （臺灣 ）、 落 馬 州 （支 那 ）。 　　　　　

・

　　 分 布
一 臺溝 支D9， ． 印 度 ビ ・・ マ

、
シ ヤ ヘ マ ラ ・ カ 、 カ ン ボ ヂ ヤ

・ 交

　 趾 支 娜 、

　 本 邦 に は 縱 來 0卿 ・・d・・ オ ホ ア カ ガ ネ ・ ・ム シ 屬 噺 稱 ）の も呶 ま只 僅 か ic沖 繩

よ ba ．」αp ω 粛 ω ハ ¢ 囲 Y オ ホ ミ ド リ ノ・ム シ （新 稱 ）な る
一 種 に 過 ぎざ ）t しが本 研

究 に よ ）t 二 種 とな れ う。 臺灣 産 の 竜の は 恩 師松 村 先 生 の 御 採 集 に か L る 竜の な

　b
。

又 落馬 州 産 の もの は 農 學 士 高 野 秀 三 氏 の 採 品 に して 、 南 支那 の 要 津 香 港 に

寄港 せ られ し時 得 られ 、 著者 に 惠 與 さ れ た る もの な b 。　　 ．
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一Eleo ゼronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

　 　 　 蕁

　 　 　 　 ・　 　 　 　 　 　 　 本邦産數種 の 未 詑録種並 び に 新種 の 甲 蟲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 375

　　　　Eustetha　gloriosa　BALY 　（Fig，21 テ フ セ 冫 オボ ミドリハ ム シ

　　　　 、　　　　　　　　 （薪稱 ）（第弓圏）

扱m8tet／ba　gZo∫
’iosa　B ．モLY ，　J　ourn ．　of 　Ent 、1

，
　p．296 （IS61）．

E 臨 幽 α 卿 痂 sα E 、】RMAIRE
，
　Re マ ．　d ’EI紘 VL 　P、1弓34 （1887），

｛≡｝alerttci （ia≦7Zo両os α

「
兄VE 豆SE

，
　Schellklil19

」
s　Co1、　C ε』t，　Pars，78

，
　P．1｛O （1924）．

　記 載 　頭 部 、 前 胸 及 び 翅 鞘 は 緑 色 に し て 、 前胸 及 び 翅鞘 に は 紫 色の 金屡光 澤

を 有す 。 觸角 は 黒色。 體 の 裏面 は 青線色 に し て紫 色の 光 澤

を 具 へ
、 肢 は 紫 色 に 輝 く。 體 長 6 粍 。

　頭 部 　表 献 こは 深 き點 刻 を粗 生 す。 爾 駸 間 に
’
は 顯 著 な る

懸湧 あ b
。

　觸 角 は 太 く短 く體 の 牟 ば に 達 せ ず 。 基 部 の 三 節 は 光 澤 あ

る 漆 黒色 に して 、藍 色 の 金 島 光澤を 具 ふ 。 他節 は 晒黒 色 に

し て 、 光 澤 を歓 く
。 第 一 節 は 最 長 に し て末端 膨 大 。 第 二 節

は 球 形 に し て最 短 。 先端 の 七 篩 は 策四 節 と略 洞 長 な bc眼
’

は 黒 色 、 大 形 、 隆 起 す。　　　　　　　　　　　 ’

　胸 部

どig．2 　1ゴ、ワ1σ晦 ヒα

　　 　　 横 は 縱 の 二 倍 餘 に 逹 す 。 僅 か に 隆 起 す 。 駱 ≧申 央 に 顯 著 な る 縱 溝 を具

ふ
。 該 縱 溝 は 中央 に 於 い ヤ 剣 然 せ ず 。 表 面 に は 深 き點 刻 を 密布 す 。 該點刻は 基

部 に 於 い て大 な b
。

　翅 鞘　楕圓 形 に し て 隆 起 す。 表 面 に は 不 規 則 な る黙 刻 を 密布 す c 只 縫 合 線 に

近 き部 に の み 三 條 の 點 刻 條 を見 る
。 美麗 な る 緑 色 に し て紫 色 の 金 属光 澤 を有 す 。

該 紫 色帶 は 翅 鞘 の 大 認分 を 占 む る を 以 つ て 緑色部 は 兩側 、 縫 合線 の 部及 び 背部

に著 し。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。

　體の 裏 面 　緑色 に し て 紫 色の 光 澤 を有 す。

　肢 太 く、 腿飾 に は 微 小 な る點 刻 を 有 す 。 黄色 絹 糸 朕 毛 を密 生 す 。 殊 に 脛 篩

及 び 鮒篩 に 著 し。 腿 籔、 脛 篩 は 紫 色の 金 属光澤 を有 す 。

　　産 地 一 シ ユ オ ッ 嘲 鮮 ）、
T ｛・｛ytld・ ・｝9 （朝鮮 ）。

　　分 布 一 朝 鮮 ， 支 郡 。

　本 種 は 朝鮮 に 於 い て は 稀 な らぎ るが 如 し 。 伊 藤 茂 治氏 の 語 る 遜 に據 れば 本 種

は 葡 萄 を 喰 害 す る 事 多 しと 。 本 種 の 本 邦 よ b の 記 録 は 本文 を 以 つ て 嚆矢 とす 。

　　　　　　　　　 瓢 蟲 耕 Coccinellldae

Coc伽 eZZ α 励 あ 01 α ESCHSCHOLTZ （Fig．3＞ チ シ マ ダイモ ン テ ン トウ

　　　　　　　　　　　　（新稱 ）（第≡憑 ）
’

・C σ融 ・8Zl伽 掘 鰯 ♂α M 歡 齣 Ri 醜 MrDDEND し耀 F
’
s　 Sjbirjsclie　R ・lise 　11．　Bd ユ

，
　P．
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●

3？6 土 　卦 　久 　作

　55 （185ユ〉；MoTsGHuLsKY ，
　 ScHRENCK ，

S　 Amur −Reise　 Bd ．　 II
，
　 p ．245 （186   ）；

HEu ・ x ・C ・ t・C ・L　Sib・P・216 （！e．SO− Sl）； JAc・… ：
一

，
　K2i£ 　R … 1・P・982 ・　t・29

・

　 f，19 ｛．1910 ）．

　記 載　頭 部 、 胸 部 ， 體 の 裹 面 は 黒 色 、 翅鞘は 赤 色 に し て 其 の 表面 に は 主個 の

大 形 艶 斑 鮪 す 。 體 長 7 粍
，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

’

　
一
頭 部 　微 小 な る點 刻 を密 布 す 。 眼 の 内側 に 各

一
個 の 黄色

斑 點 を 有 す 。
又 眼 の 前方 に も各 一 個 の 小 黄 斑 を 有 す れ ど肉

眼 に て 見 る を得 ず 。
土 唇 は 黒 色 に し て 點 亥移 し 。 大 腮 は 黒

色 な り
。 眼 は 黒 色 大 形 に して 隆起 す 。

觸 角 は 短 小 に し て 基

節 及 び 先端 篩 は 黒 色 な れ ど其 の 他 は 暗禍 色 を呈 す 。

　 前 胸 　表 面 に は 頭部 よ b 稍 微 小 な る 點 刻 を 密 布 す
。 兩

側 の 前 角 に ば 三 角 形 の 黄色斑 を 有 す 。 稜 駅部 は 先端 鏡 き三

角 形 に し て 、 黒 色 を 呈 し、 表 面 に は 微 小 な る點 刻 を有 す 。

　 翅 鞘

ー
⊥

Fig．3 α 勲
’
ピω 1α

　　　　玉 個 の 黒 色斑 中一 個 は 稜 状 部 の 下 部 縫 合 線 を 中心 と し て存 し心 臟 形 を

な す 。 其 の 他 の 二 個 は 翅 鞘の 後孕 に 位 し 、 不 正 形 な る三 角 形 を な す
。

二 伸は 翅

鞘 の 後 孚 1こ位 し 、 翅 鞘の 先端 に 近 き部 に 頂點 を有 す る 三 角形 を呈 飢 表 面 に は

微 ・トな る點 刻 多 し。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　體 の 裏 面 　微 小 な る點 刻 を密 布 し 、 黄色 短 毛 を 密生 す 。

　岐 　腿 節 太 し、特 1こ後 肢 に 於 tr・て 著 し 、 跪 節未端 の 爪 は 各 黒 褐 色 を呈 す 。 腿

飾 に は 微 細 な る 點 刻 多 く、 脛 節 及 び 路 節 に は 黄長 短 毛 密 な b。

　　 産地 一 南 千 島 （擇 提 島 ）、 中部 千 島（得 撫 島）

　　分布一 千 島 、
カ ム チ V ツ カ

、
シ ベ リ ヤ L　・ ““　．．f カ ノV 湖 、 ア ム ー ノ

レ 等 ）。

　本 種 は 千 島 laて も珍 奇 な る が 如 し。 著 者 は 一
九 二 七 年 七 月二 十 九 日 擇 捉 島指

出 山 ・ 海抜 3723 尺 〕 に 登 iliし、 其 の 草 本帶 に 於 い て 一 種 を 得 た be 同 年 九 月三

H 得 撫 島床丹 に於 V ・
て

一
種 を 得 た b 。 本 種が 擇 捉及 び 得 撫 の 兩 島 k 産 す る は 昆

蟲 分布上 注 意 すべ き
一 事 實 に し て

、 吾 人 の 現 今 の 知見 を 以 つ て せ は
’
本種 は 北 海

道 を 經 て 千 島 に 分布 せ る もの に 非 ず し て カ ム チ セー旦空 よ b南 下 せ る 竜 の な る べ

し

　 E ．M 壱N 鳶TRif 】］ 1．1851）は MIDDENDoRFF ’

呂 Sibirische　Reise　II．　Bd ．1．に本 種

を 初 め て 學 會 に 發表 し
’‘
　ESCH ＄CHol ，TZ が 暫 ら く前 、 本 種 を カ ム チ ヤ ツ カ よ b 本

名 を 附 し 邁 附 し來 れ る を 以 つ て
、 該 名 を 茲 に 持績 す 。

”

た る 旨 を 附 記 せ b 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 於 北 大農 學部 昆蟲學 教室 。

■
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